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テ
�
ノ
・
ロ
�
シ

IL PLEUT SUR LA ROUT
Il pleut sur la route.
Le cœur en déroute
Dans la nuit j'écoute
Le bruit de tes pas.

Mais rien ne résonne
Et mon corps frissonne
L'espoir s'envole déjà
Ne viendrais-tu pas ?

Dehors... le vent, la pluie...
Pourtant, si tu m'aimes
Tu viendras quand même
Cette nuit

Il pleut sur la route
Dans la nuit j'écoute
A chaque bruit mon cœur bat
Ne viendras-tu pas ?

L'orage est partout
Dans un ciel de boue
Mais l'amour se rit de tout
Il a dit ce soir
Pour le recevoir
Chez moi tout chante l'espoir

ドイツ人のヘンリー・ヒンメルがタンゴの曲として作曲し、後にフランス語
の詩がつけられ、シャンソンとしてティノ・ロッシが歌いヒットした。

街路に雨が降る

街路に雨が降っている
心は乱れる
夜の中に私は耳をそばだてる
君の足音に

でも何の音も響かない
そして私の体は打ち震える
希望はすでに消え去り
あなたは来ないのだろうか

外は、風、雨、
けれど、あなたが私を愛しているなら
やはりあなたは来るだろう
今宵

街路に雨が降っている
夜の中に私は耳をそばだてる
音がするたびに私の心臓は波打つ
あなたは来ないのだろうか

雷雨があたりにひびく
悲惨な空の中に
でも愛は全てを笑い飛ばすと
彼はその夜に言った
愛を受け取るために
私の家では全てが希望を歌う

日
本
で
菅
原
洋
一
が
歌
っ
て
い

た
「
小
雨
降
る
道
」
は
テ
ィ
ノ
・

ロ
ッ
シ
が
ヒ
ッ
ト
が
さ
せ
た
歌
で

あ
り
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
曲
で
も
あ
る
。

彼
は
生
涯
一
〇
一
四
曲
を
録
音
し
、

レ
コ
ー
ド
を
三
億
枚
も
売
り
上
げ

た
と
言
う
か
ら
、
日
本
よ
り
市
場

の
狭
い
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
か
な
り

の
人
気
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

一
九
〇
七
年
四
月
二
十
九
日
、
コ

ル
シ
カ
の
ア
ジ
ャ
ク
シ
オ
に
生
ま
れ

て
い
る
。
少
年
の
頃
よ
り
教
会
の
聖

歌
隊
で
美
声
で
歌
っ
て
い
た
と
い
う
。

十
代
後
半
で
フ
ラ
ン
ス
に
渡
り
、
カ

ジ
ノ
の
ク
ラ
ブ
で
歌
っ
て
い
る
と
こ

ろ
を
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
に
認
め
ら
れ
、

デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
そ
の
後
新
人
歌
手

の
登
竜
門
で
あ
る
ホ
ー
ル
・
ア
ル
カ

ザ
ー
ル
・
ド
・
マ
ル
セ
ー
ユ
に
出
演

し
成
功
す
る
。
巴
里
で
の
デ
ビ
ュ
ー

は
一
九
三
四
年
で
、
コ
ル
シ
カ
地
方

の
音
楽
を
も
広
め
て
い
る
。

ロ
ッ
シ
は
シ
ャ
ン
ソ
ン
の
他
に
、

カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
、
ラ
テ
ン
、
ア
メ
リ

カ
ン
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
は
も
と
よ
り
ク

ラ
ッ
シ
ッ
ク
ま
で
も
歌
っ
て
い
る
。

四
十
代
後
半
で
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
も

出
演
し
、
成
功
し
て
い
る
。

一
九
八
二
年
、
七
十
五
歳
に
な
り
、

カ
ジ
ノ
・
ド
・
パ
リ
で
引
退
公
演
を

し
た
が
、
こ
こ
で
も
成
功
し
て
い
る
。

典
型
的
な
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
と

言
え
な
い
彼
が
ど
う
し
て
受
け
た
の

だ
ろ
う
か
。
彼
の
歌
声
が
レ
コ
ー
ド
、

ラ
ジ
オ
向
き
だ
か
ら
な
の
だ
ろ
う
か
。

一
九
三
〇
年
代
は
ラ
ジ
オ
が
フ
ラ

ン
ス
で
も
家
庭
に
普
及
し
た
頃
だ
っ

た
。
甘
い
声
で
さ
さ
や
く
よ
う
に
歌

う
ロ
ッ
シ
の
ス
タ
イ
ル
は
、
新
し
い

メ
デ
ィ
ア
に
マ
ッ
チ
し
た
の
か
も
知

れ
な
い
。
ア
メ
リ
カ
で
も
、
声
を
張

り
上
げ
て
歌
う
タ
イ
プ
の
歌
手
か
ら

ビ
ン
グ
・
ク
ロ
ス
ビ
ー
の
よ
う
な
歌

手
に
人
気
が
変
わ
っ
て
い
っ
た
時
代

だ
っ
た
。

一
九
八
三
年
九
月
二
十
六
日
、
癌

で
パ
リ
郊
外
の
病
院
で
亡
く
な
っ
て

い
る
。



飲
ん
で
歌
え
る
お
店
、
最
近
は
ど
こ

に
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
プ
ロ
の
ピ
ア
ニ

ス
ト
や
バ
ス
ー
ン
奏
者
が
、
お
客
さ
ん
の

リ
ク
エ
ス
ト
に
応
じ
て
、
ど
ん
な
曲
で
も

自
在
に
弾
い
て
歌
わ
せ
て
く
れ
る
お
店
は
、

ざ
ら
に
は
無
い
。
お
客
さ
ん
が
楽
し
め
る

お
店
、
そ
こ
が
「
ピ
ア
ノ
・
パ
ブ
・
ド
ー
ル
」

で
あ
る
。

ド
ー
ル
は
、
馬
車
道
か
ら
桜
木
町
駅
方

面
に
向
か
う
道
沿
い
の
お
店
で
、
白
黒
で

描
い
た
ピ
ア
ノ
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ー
を
入
口

の
看
板
と
し
て
飾
っ
て
あ
る
の
で
、
す
ぐ

分
か
る
。
オ
ー
ナ
ー
は
プ
ロ
の
シ
ャ
ン
ソ

ン
歌
手
、
佐
川
由
紀
子
さ
ん
で
あ
る
。
お

店
の
女
の
子
た
ち
が
、
と
て
も
素
敵
な
笑

顔
で
、
優
し
く
迎
え
て
く
れ
る
。

お
店
の
中
に
は
、
素
敵
な
絵
画
や
お
店

の
名
前
（
ド
ー
ル
）
に
も
な
っ
て
い
る
お

人
形
さ
ん
が
、さ
り
げ
な
く
飾
ら
れ
た
シ
ッ

ク
で
落
ち
着
い
た
お
店
で
あ
る
。

お
店
で
は
、
プ
ロ
や
、
プ
ロ
を
目
指
す

歌
手
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
、
ピ

ア
ニ
ス
ト
、
バ
ス
ー
ン
奏
者
、
ギ
タ
リ
ス

ト
、
フ
ル
ー
ト
奏
者
な
ど
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
た
ち
が
奏
で
る
音
楽
で
創
る
ド
ー
ル
の

ス
テ
ー
ジ
を
楽
し
む
こ
と
も
出
来
る
。
も

ち
ろ
ん
、
佐
川
さ
ん
の
歌
も
聴
け
る
。
と

に
か
く
多
彩
な
人
が
集
ま
り
、
育
ち
、
巣

立
ち
、
音
楽
界
で
活
躍
す
る
人
を
創
出
す

る
お
店
で
も
あ
る
。
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
大
貫

祐
一
郎
さ
ん
も
音
楽
界
で
活
躍
し
て
い
る

一
人
で
あ
る
。

佐
川
さ
ん
が
才
能
を
開
花
さ
せ
て
く
れ

る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
無
い
。お
客
だ
っ

た
人
が
、い
つ
の
間
に
か
本
格
的
な
ス
テ
ー

ジ
に
立
っ
て
い
る
こ
と
だ
っ
て
あ
る
。

ピ
ア
ノ
・
パ
ブ
・
ド
ー
ル
で
は
、
お

客
様
同
士
が
い
つ
の
間
に
か
知
合
い
に
成

れ
る
、
そ
ん
な
不
思
議
な
お
店
で
も
あ
る
。

あ
な
た
も
、
一
度
足
を
運
ん
で
み
て
は
如

何
で
し
ょ
う
か
！
　
楽
し
い
こ
と
請
け
合

い
で
す
。

　
　（
二
〇
一
二
年
三
月
　
　
杉
本 

明
）
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ピアノ・パブ・ドール
横浜市中区相生町6-110
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TEL&FAX：045-663-4676

定休日：土・日・祝日

営業時間：19：00～24：00
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